平成29年1月13日

各　位

公益社団法人日本技術士会中国本部

本部長　大田 一夫
防災委員長　古川 智　

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、日本技術士会中国本部防災委員会と建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会は、｢みんなで考える地震災害－平成28年鳥取県中部の地震災害－｣と題した講演会を開催することといたしました。今回の講演会では平成28年10月21日に発生した鳥取県中部を震源とするマグニチュード6.6の地震について、その発生メカニズムと被害実態について講演していただきます。
　地震災害の発生と対策に関心のある方は、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。なお、メール送信可能な方は、事務局事務の省力化のため、できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か、中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記

１．主　催：公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会

一般社団法人建設コンサルタンツ協会 中国支部防災委員会
２．共　催：広島県災害復興支援士業連絡会
３．後　援：中国地方防災研究会　　　　　　
４．日　時：平成２９年２月１３日（月）　13：30～17：10
５．場　所：広島弁護士会館　3階ホール　　

広島市中区上八丁堀2番73号　TEL 082-228-0230　
https://www.hiroben.or.jp/hiroben_access.html
６．内　容
13：30　開会 挨拶　                  建設コンサルタンツ協会中国支部 支部長　小田　秀樹
13：35　「地震発生の背景と地震動に及ぼす地盤の影響」　
　　　　　　　　　　　　    鳥取大学工学部附属地域安全工学センター長　香川　敬生
14：50　(休憩)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15：00　「外観調査に基づく建築物の被害報告」      鳥取大学大学院工学研究科　向坊　恭介
15：30  「土木構造物等の被害記録」        シンワ技研コンサルタント株式会社　新　　任修
　16：00　「弁護士による被災者支援活動」　　　　                広島弁護士会  今田　健太郎
  16：15  質疑応答
　16：45  防災委員会報告　　　　　　建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会　青原　啓詞

日本技術士会中国本部防災委員会　古川　智
17：05　閉会 挨拶　                           日本技術士会中国本部  本部長　大田　一夫
７. 定員、参加費、ＣＰＤ：

1）定　員：200人（先着順）
2）参加費：無　料

3）ＣＰＤ：本プログラムは、建設系CPD協議会に登録された日本技術士会認定のCPDプログラムで

参加者には日本技術士会からCPD：3時間
20分のCPD参加票を発行いたします。
８．その他

※締め切り　　平成29年2月6日（月）

※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
平成28年度　第2回防災講演会
｢みんなで考える地震災害－平成28年鳥取県中部の地震災害－｣

プログラム

主  催　：公益社団法人　日本技術士会中国本部　防災委員会

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会中国支部　防災委員会

共　催  ：広島県災害復興支援士業連絡会
後  援　：中国地方防災研究会
日　時　：平成29年2月13日（月）　13：30～17：10
場　所　：広島弁護士会館　3階ホール　　

広島市中区上八丁堀2番73号　TEL 082-228-0230　

プログラム：
13：30　開会 挨拶　           建設コンサルタンツ協会中国支部 支部長  小田　秀樹
13：35　「地震発生の背景と地震動に及ぼす地盤の影響」
　　　　　　　　　       鳥取大学工学部附属地域安全工学センター長  香川　敬生
鳥取県中部では，平成27年10月以降Ｍ4.3を最大とする群発地震活動が断続していた中で，平成28年10月21日にＭ6.6の地震が発生しました。その結果，震源に近い倉吉市街から日本海沿岸の北栄町にかけて建物被害が生じました。これらの地域で得られた強震観測記録は場所ごとの地盤震動特性に強く影響されており，建物被害の様相もその特性を反映しているように考えられます。これらを題材として，中国地域北部で発生する地震の背景と，地震動に及ぼす地盤の影響について報告したいと思います。

14：50　(休憩)
15：00 「外観調査に基づく建築物の被害報告」
鳥取大学大学院工学研究科  向坊　恭介
震度6弱を記録した観測点周辺地域を中心として、主に木造建築物の被害を外観目視によって調査した内容について報告します。

15：30  「土木構造物等の被害記録」
シンワ技研コンサルタント株式会社  新　　任修
2016年10月21日に鳥取県中部で発生したM6.6の地震は、倉吉市、湯梨浜町、北栄町で震度6弱を観測しました。鳥取県内の地震は新しい順に2000年に西部で鳥取県西部地震（M7.3）、1983年に中部で鳥取県中部地震（M6.2）、1943年に東部で鳥取地震（M7.2）が発生していました。今回発生した地震は活断層が確認されていない箇所で発生し、この地域を中心とした土木構造物や農地及び農業施設など多方面にわたって被災致しました。その中で特に土木構造物等の被災状況について報告します。
16：00   「弁護士による被災者支援活動」
　　　　                                   広島弁護士会  今田　健太郎
鳥取地震・熊本地震を中心に、地震災害の際に、被災者が抱える法律問題に関する分析と、法律家たる弁護士が果たすべき役割について報告します。

16：15   質疑応答
16：45  防災委員会報告
　　      建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会  青原　啓詞

日本技術士会中国本部防災委員会  古川　智
各防災委員会の今年度の活動報告を行います。
17：05　閉会 挨拶　                    日本技術士会中国本部  本部長  大田　一夫
	平成28年度　第2回防災講演会 
「みんなで考える地震災害－平成28年鳥取県中部の地震災害－」
参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


標記講演会に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	技術部門
(注3)
※複数選択可
	□機械　□船舶･海洋　□航空･宇宙　□電気電子　□化学　□繊維　□金属
□資源工学　□建設　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産
□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線　□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	 □会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。
注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部
TEL:082-511-0305　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会／一般社団法人建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 中国支部防災委員会 主催


　　[建設系CPDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]


平成28年度 第2回防災講演会（ご案内）


みんなで考える地震災害－平成28年鳥取県中部の地震災害－ 








